
3-10 コメンテーター森誠一氏の発言内容 

1 侵略的外来種の影響と対策について多くの報告があり、生態系保全をめ

ざす多様な取り組みが示された。本シンポジウムにより、アメリカザリ

ガニの影響の大きさについてその深刻さを改めて実感し、多様な対策や

取り組みについて詳しく知ることができた。 

2 アメリカザリガニの防除については①植物、貝類、魚類への影響に関す

る詳細な報告があった。②連続捕獲装置、人工巣穴、水位攪乱など新技

術が紹介され、引き続き効果的な技術の開発が期待される。②ルールづ

くりのための議論の積み上げが必要である。③ザリガニ魚醤など捕獲物

の利活用が紹介され、今後の進展が期待される。 

3 防除を効果的に進めるため、プラットホームを構築し、様々な防除主体が

参加できるようにする試みが提案された。また、報告では一般の人が知

りえない情報が多く、例えば伊豆沼ではゼニタナゴがかつて数トン漁獲

されていたことなどは現在では驚くべき事実である。郷土の貴重な記憶

を記録して残すと共に、広く情報提供し、現状を多くの人に理解しても

らう必要がある。 

 






